
 

安全なゆとりある
自転車走行を！！

令和4年10月１９日発行
帯広市教育委員会
青少年センター
☎ 0155-65-4161

不

青少年センター９月末までの活動

そ

１03名の指導協力員とともに
街頭巡回指導実施中！！

皆さんの大事な生命や身体を守るため、安全なゆとり

ある自転車走行を心がけましょう！！

特に注意するのは

そ

第２号青少年センターだより

〇学職別（小中高別）声かけ指導人数

声かけ指導の内訳（４月～９月）

〇声かけ指導人数

【警察庁交通対策本部決定資料より】

郊外大型店やゲームセンターを中心に街頭巡回指導
を実施しています。
巡回は、当センター職員と各関係機関などから推薦

された市民による指導協力員103名が協力して実施し
ており、青少年への「愛ある声かけ」を心がけて指導
しています。
声かけ指導の内容は、小・中学生に対してはゲーム

コーナーにおいて保護者同伴での入場が決められてい
る校則の周知を、高校生に対しては、スマホ操作しな
がらの自転車片手走行やイヤホン装着しての自転車走
行などの交通ルール指導が大半です。

令和４年度も半分が経過いたしました。
青少年センタ－の事業も以下のとおり順調
に実施されています。

フィルタリングを設定しましょう！
インターネット上には、犯罪や薬物に誘う内容や著しく残虐、わいせつな内容の有害情報が氾濫しています。

①携帯電話会社が提供する回線(電波)のフィルタリング②無線LAN(Wi-Fi)に対するフィルタリング③アプリのフィルタリング
書き込まない!インターネットに出会いを求める書児童ポルノの「自画撮り被害」が増加しています！交際相手や友達等に求められても軽い気持ちで裸の写真を絶対に送らないで下さい。また、悪ふざけでスマホのフィルタリングは３種類

携帯電話を使用
しながらの
自転車片手走行

イヤホンなどで耳を塞
ぎ、周囲の音が聞こえ
ない状態での自転車走
行

自分の身に迫る危険な兆候などを早期に察知して、十

分な対応動作を取るためにも、耳を塞がないで自転車

に乗りましょう。

・自転車走行中の携帯電話の使用は禁止です！
・安全な場所に止めて、ゆっくり操作してください。
・走行中に片手運転で操作すると注意が散漫になり
大変危険です。

〇声かけ指導内容別人数

小学生

５０人

（２１％）

中学生

５０人

（２１％）

全 体

２３４人

高校生

134人

（５８％）

校則周知

57人
（２４％）

交通ルール
１７１人

（７３％）

一般指導
（禁止区域
立ち入り等）
６人（３％）
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相手に画像を送ってしまうと・・・

フィルタリングを設定しましょう！
インターネット上には、犯罪や薬物に誘う内容や著しく残虐、わいせつな内容の有害情報が氾濫しています。

①携帯電話会社が提供する回線(電波)のフィルタリング②無線LAN(Wi-Fi)に対するフィルタリング③アプリのフィルタリング
書き込まない!インターネットに出会いを求める書児童ポルノの「自画撮り被害」が増加しています！交際相手や友達等に求められても軽い気持ちで裸の写真を絶対に送らないで下さい。また、悪ふざけでスマホのフィルタリングは３種類

３ 困ったときの相談窓口

☆「自画撮り」とは？
相手に騙されたり脅かされたりして、子どもが自分の裸体を撮影させられた上、メール等で送信させられる被害のことをいいます。

☆どうして問題になっているか？
全国的に被害が増加し、低年齢層の小学生も被害に遭うなど、その対象範囲も拡大しており、問題が深刻化しています。女子だけでなく
男子も被害に遭っています。

☆北海道での被害は？
北海道でも被害人数が増えています。被害に遭った１８歳未満の子どものうち、約７割が中学生となっています。SNSは
幅広くコミュニケーションをとることができますが、なかには悪意のある大人がいることを忘れてはいけません。

１ どんなふうにして被害に遭うの？
(実際に発生した事例)

４０代の男(犯人)が

他人の写真を使い１０代の大学生になりすまし、偽名でSNSに登録

ネット掲示板等にSNSの連絡先を公開している女の子を探す

探しあてると、その女子中学生のSNSに入り込み交流する

他人の写真(男性モデル)を送り、女子中学生にも顔写真を送らせる

「可愛い」「大好き」等と言い寄り、その気にさせ裸の画像を要求

(1)フィルタリングを確実に利用する
有害サイトへのアクセスを制限することができます。必ずフィルタリングを利用してください。

(2)子どものネット利用状況等を把握する
スマホを持たせている保護者の責任として、把握してください。

(3)将来生じるリスクを伝え、意識させる
画像等を送った場合、将来どんなリスクが生じるか、意識させるようにしてください。

(4)対応方法等について、次のことを教える
①安易に相手のプロフィールを信用しない。 ②顔写真であっても安易に送らない。
③裸の画像を要求されても一切応じない。⇒保護者に知らせる。 ④友人や恋人などの要求であっても絶対に応じない。

(5)子どもが相談しやすい雰囲気を作っておく
問題に直面したとき、子どもが迷わず保護者に相談できるよう、日頃から相談しやすい雰囲気を作っておくことが大切
です。

(6)相談してきた時は𠮟らないで、親身になって話を聞く
悪いのは裸等の画像を要求してきた相手です。相談してよかったと安心できるよう親身になり話を聞いてください。

【犯罪被害に関する相談】
○少年相談110番(道警少年サポートセンター) ・・・・・・・※各警察署の「生活安全課」でも受付！
・連絡先０１２０－６７７－１１０（無料）（携帯電話からは、０１１－２４２－９０００）
・受付時間８：４５～１７：１５(月～金) (祝日、年末年始を除く)

【いじめや教育に関する相談】
○子ども相談支援センター(北海道教育委員会)
・電話相談 ０１２０－３８８２－５６（毎日２４時間・無料）・メール相談 doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp

【性暴力に関する相談】
○性暴力被害者支援センター北海道 「SACRACH(さくらこ)」
・連絡先 ０５０－３７８６－０７９９ 受付時間 １３：００～２０：００ (月～金) (祝日、年末年始を除く)

【北海道・北海道教育委員会・北海道警察資料より】

送った画像を全て
回収することは極
めて困難

ネット上に画像が
掲載、拡散される
おそれ

ずっと不安や悩み
を抱えたまま生活

困ったら

左記機関

にご相談

下さい。

生活に大きな支障（登校拒否・夢を諦めるなど）

(７)家庭のルールを作る
ネット利用の危険性等を十分に伝えた上で、子どもと話し合い、家庭のルールを作ってください。


